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論文内 容の要 旨
CuC12・ 2H20 の反強磁性共鳴の種々の緩和時間が実験的に決められた口 160 ミリワットのパルス及
び、連続マイクロ波を1.40K で CuC12 ・ 2H20 の単結晶に加える乙とによって，反強磁性共鳴によって
誘起される磁化のたて成分 Mz 及び横成分 M.x.y の立上り及び立下り時間，共鳴線のシフト，高周波
帯磁率〆及び f が詳細に調べられた。その結果 3 種類の緩和時間が決められた口
1. k=O のスピン波から k宇O のスピン波への緩和時間は非常に短くく T2，._，10-8 sec である。乙れ
は M.x.y の緩和時聞から決められたが，共鳴線幅から計算した T2 は 6X 10-8 sec でよい一致を示して
いる。
2. たて成分 Mz は Tla ，._，10-7 sec で緩和する。 とれは九 l亡くらべて十分長く，スピンー格子緩
和，いいかえると k宇O スピン波の緩和時聞に相当する口 2.00K と 1.40K の間での Tla の温度変化と
して次の実験式が得られた。
T1a= (1. 1 士 0.1) X 10-6 Tー(5土0.5)







ちまず反強磁性共鳴の線幅の極めてシャーフ。な物質として CuC12・ 2H20 をえらび，その単結晶におけ
る残留線幅が 70e と今までに知られているものの中で一番せまいものを作り，これをマイクロ波空ど
うの中にセットすると共に，その磁化を正確に知るために 2 つのコイノレを用いて磁化の Z，および X，
y 成分を直接キャッチできるようにして，パルスマイクロ波 (10 GcJsec) を加えて共鳴を起させたと
きに見られる磁化の変化をくわしく追求した。その結果 Mx• Y' z つまり磁化の構成分は約10-8 秒で，
また z 成分 Mz はそれより長い 10-7秒で緩和することをつきとめ，これらの温度変化をも合せて求め
た。更に Mz については 10-7秒よりも長く ， 10-3-.. 10-5秒程度で緩和する部分があることを見出した
が，これは格子-He パス閣の緩和時間を意味する乙とを立証した。 乙れらの乙とから山寄君は反強
磁性体ではマイクロ波による励起によってまず k=O のマグノンが発生するが，これは 10-8 秒のライ
フタイムで kキO のマグノン系に移り，さらにそれが ， 10-7 秒の時間で Mz を保存しない，すなわち
スピンー格子緩和現象を示すこと，そしてそのエネルギーは 10-3-..10-5 秒の聞に格子から逃げて He
パスに流出するという，エネ lレギー伝達過程をはじめて明らかにする乙とができた口この研究はまだ
世界中を見てもどこでも行なわれていないユニークなものであり，得られた成果も明快で博士論文と
して十分の価値が認められる。
-44-
